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月日 会議の種類 平成19年第１回臨時会の概要

2/13㈫

本　

会　

議

議 案 の 上 程
説 明・ 質 疑
討 論

一般会計補正予算、簡易水道事業特別会計補正予算、建設工事請負契約の締
結、工事請負契約の変更、条例の一部改正の計５件が上程。
議案説明の後、質疑、討論。

採 決 全議案可決。

月日 会議の種類 平成19年第１回定例会の概要

3/2㈮
（初日）

本　

会　

議

施 政 方 針
市長が新年度の主要施策と予算の基本的な編成方針を説明することを「施政
方針」と言います。行財政改革や交流・定住人口拡大などについて説明。

議 案 の 上 程
報告１件、条例の制定・一部改正・廃止15件、18年度補正予算８件、19
年度予算12件、その他11件、計47件、陳情２件、が上程。

議 案 説 明 47議案について市長（または部・課長）が説明。

3/7㈬ 本　

会　

議

質 疑 避難訓練の実施計画などについて質疑（詳しくは６・７ページに記載）。

委 員 会 付 託
総務文教常任委員会、厚生常任委員会、産業建設常任委員会および予算特別
委員会に付託。

3/8㈭
一 般 質 問 15人が２日間にわたり質問（詳しくは８～15ページに記載）。

3/9㈮

3/12㈪
常 任 委 員 会 総務文教常任委員会、厚生常任委員会、産業建設常任委員会でそれぞれ審査。

3/13㈫

3/15㈭ 予 算 特 別 委 員 会 平成18年度一般会計補正予算および平成19年度一般会計予算の審査。

3/20㈫
（最終日）

本　
　

会　
　

議

委 員 長 報 告
総務文教常任委員長、厚生常任委員長、産業建設常任委員長、予算特別委員
長が報告（詳しくは18・19ページに記載）。

質 疑 厚生常任委員長に対して質疑あり。

討 論
平成19年度一般会計予算、三島航路事業特別会計予算、病院事業会計予算
について、それぞれ反対討論、賛成討論あり（詳しくは３ページに記載）。

採 決
条例の一部改正・制定・廃止14件（議案の撤回１件あり）、18年度補正予
算８件、19年度予算12件、その他９件（議案の撤回２件あり）、計43件が
可決。陳情１件は採択、１件は継続審査。

追 加 議 案 上 程
工事請負契約の変更１件、人事案件５件（固定資産評価委員会委員の選任４
名、教育委員の任命１名）、発議４件（詳しくは16・17ページに記載）、計
10件が追加上程。

質 疑 工事請負契約の変更について質疑あり。

討 論
長崎県立埋蔵文化財センター及び壱岐市立一支国博物館（仮称）建設に係る
要望決議について、反対討論、賛成討論あり（詳しくは３ページに記載）。

採 決 工事請負契約の変更１件、発議４件が可決。人事案件５件が同意。

臨 時 会 の 概 要

定 例 会 の 概 要
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ちょっと待
った !!

ちょっと待
った !!

ちょっと待
った !!

反対
 平成 19 年度壱岐市一般会計予算  

 反対
　財政運営の健全化についての具体的な財政
再建計画が、この予算では全く見られないと
いうことに対して、あえて危

き

惧
ぐ

の念を表明す
る思いで反対である。

 賛成 
　財政計画については、予算特別委員会で慎
重審議をし、今の段階でこれ以上の考慮すべ
き点はない。

 平成１９年度壱岐市三島航路事業特別会計予算  

 反対 
①現在のフェリーみしまの運航状況は７人体
制（船長３名、機関長３名、臨時職員１名）で、
１日の運航が４人体制（３日勤務、２日休み）
となっている。
　今回の嘱託職員の採用は現船長の退職によ
る補充であり、船長としての運航管理責任
が嘱託職員では適正ではない。また、職場
内の均衡性も保たれない。
②嘱託職員のあり方、雇用形態に疑問を感じ
ている。市の職員定数条例は正職員だけが
対象とはおかしい。嘱託職員の運用につい
て単に賃金が安くて済むから嘱託職員で良
いという考え方は、非常にエゴイズム（利
己主義）である。

 賛成 
　執行の停滞をさせてはならないし、「嘱託職
員を即、正職員にしなさい」という執行の権限
を侵すようなことも議会として言えないので、
産業建設常任委員会として意見（※詳しくは
19ページに掲載）を付けて賛成をしている。

 平成１９年度壱岐市病院事業会計予算  

 反対 
　市民病院は多額の赤字も続き、非常に危

き

惧
ぐ

している。新年度予算には改革をする意志が
見受けられないし、経営アドバイザーの意見
も反映されていない。平気で多額の赤字を出
すような予算を認めるわけにはいかない。

 賛成 
　現状は公的な病院として運営をされており、
途中でストップするわけにはいかない。病院
の改革も着々と進んでおり、厚生常任委員会
でも毎回、市長に対し進言をしている。もう
しばらくの猶予を。

長崎県立埋蔵文化財センター及び壱岐市立一支国博物館（仮称）建設にかかる要望決議  

　壱岐市においては公共事業の減少等により、地元の建設業者の倒産が相
あい

次
つ

ぎ、雇用の面からも大きな不安
を抱えているところであります。また、最近は島外の大手建設業者の入札への参加が目立つようになってき
ております。今回の原の辻関連の施設については、金額、規模等、島内の建設業者の期待するところは、ま
ことに大きいものがあります。
　市当局においては、島内の業者団体等と十分意見を交換され、技術的な問題が解決できるのであれば、で
きうる限り地元業者の育成の観点からも格段の御配慮を賜るべく、長崎県当局に対して強力に交渉されるよ
う要望するものである。

 反対 
  本来は議会から指摘をされずに、執行部が壱
岐の今の経済状態を見られて努力するのが本
来の筋である。議会からこのような要望書が
出されるのは議会の本来あるべき姿ではなく、
昨
さっ

今
こん

言われているような口
くち

利
き

きに抵触するの
ではないか。議会は執行のチェック機関であ
る。

 賛成 
　市内の雇用面では、建設業者の方の貢献度
は非常に高い。しかし、公共事業が減少して、
経営状態も悪く、人を雇用したくても雇用で
きないような危機的状況にある。壱岐の業者
でできるものは壱岐の業者を使っていただき
たい。これは執行権の侵害ではなく、要望で
ある。

賛成

フェリーみしま
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予算ピックアップ予算ピックアップ平成１9年度
事業があると?　

動き始めた廃棄物処理施設整備
計画 7,965万円

生かせ、土着菌！  330万円

土着菌を活用されている川上新司さん

3.9％アップ  219.1億円

家畜糞などの有機性廃棄物を分解・堆肥化（資
源循環システム）

市でパスポート発行事務開始
92万円

パスポート交付申請窓口（郷ノ浦庁舎２階）

県より取扱事務の移行

志原・柳田保育所で預かり保育
実施 799万円

みんなでこいのぼりつくったよ！（柳田保育所）

４月より試行的に午後３時～６時まで預かり
保育実施

4.1％アップ  358.3億円

一般廃棄物処理施設予定地の環境アセスメン
ト・測量・地質調査委託

公営住宅建設
3億9,383万円

寺頭（勝本）・白水（石田）団地新築工事ほか　

カッティングロールべーラ、
トラクター購入

1,155万円

配水設備改良工事
7,110万円
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予算ピックアップ平成平成１9１9年度年度
ど え ん な

一 般 会 計　前年比

定住奨励金の支給年齢拡大
947万円

Ｉターンで壱岐市へ定住された野中紋
あや

美
み

さん

満65歳未満で５年間以上定住できるＩターン
者を対象に支給
支給年齢を満50歳未満から満65歳未満に引
き上げ（４月１日から）

イルカパークへ仲間入り
1,016万円

新しく仲間入りした２頭のイルカ

イルカ購入（２頭）・イルカパーク整備

つくり育てる漁業へ
3億4,009万円

壱岐地域栽培漁業センター（仮称）完成予想図

壱岐地域栽培漁業センター建設（アワビ・アカ
ウニ・カサゴ生産）

特 別 会 計　前年比

公共施設に“光“
5億1,500万円

主要公共施設間の通信用超高速線（光ケーブル）
接続

一支国博物館（仮称）整備
12億2,375万円

一支国博物館（建築・展示工事等）業務委託

沼津・柳田地区、八幡・諸吉地区
水道施設整備

2億4,536万円

汚水管布設（亀川迎町、本町、下
ル町）・漁業集落排水施設整備

8億4,536万円万円
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国
民
保
護
計
画

Q
訓
練
の
実
施
計
画
は
？

AQ
避
難
住
民
の
誘
導
時
、

避
難
場
所
の
表
示
は
？

A

教
職
員
住
宅

Q
戸
数
と
入
居
戸
数
お
よ

び
築
何
年
か
？
ま
た
、
使
用

料
と
今
後
の
対
応
は
？

A返
還
金・過
誤
納
付
金

Q
登
記
・
入
力
ミ
ス
等
、

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
他
の
分
に
対

し
て
も
信
用
で
き
な
い
。
当

時
の
職
員
は
処
分
す
べ
き
。

A農
業
機
械
銀
行

Q
減
価
償
却
金
の
将
来
見

込
み
と
計
画
は
？

AQ
機
械
台
数
、
稼
働
日
数

等
詳
細
に
分
析
し
て
効
率
的

な
予
算
配
分
を
。

A

廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

Q
地
元
と
の
交
渉
状
況
と

今
後
の
総
予
算
規
模
は
？

A

生
活
扶
助
費

Q
二
億
五
千
八
百
万
円
と

住
宅
扶
助
費
二
千
七
百
六
十

万
円
の
内
訳
は
？

A
補
助
金
関
連

Q
平
成
二
十
年
ま
で
に
平

成
十
七
年
度
か
ら
二
〇
％
縮

減
と
い
う
こ
と
だ
が
ど
の
く

ら
い
縮
減
さ
れ
た
の
か
？

A地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

基
盤
施
設
整
備

Q
事
業
総
額
五
億
一
千
五

百
万
円
に
対
し
、
国
庫
負
担

金
は
一
億
六
千
六
百
六
十
六

万
円
で
あ
る
が
、
残
り
の
財

源
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

ど
の
よ
う
な
費
用
対
効
果
が 農業機械銀行（郷ノ浦町柳田触）

教職員住宅の改修・利活用を（鯨伏幼稚園横）
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あ
る
の
か
？

A二
十
一
世
紀
ま
ち
づ
く

り
推
進
総
合
支
援
事
業

Q
子
守
唄
フ
ォ
ー
ラ
ム
補

助
金
二
百
二
十
七
万
円
は
新

規
事
業
で
あ
る
。
県
の
補
助

金
も
五
百
万
円
程
度
あ
る
。

他
の
新
規
事
業
は
二
十
万
円

程
度
で
も
受
け
付
け
て
も
ら

え
な
い
。
必
要
性
が
あ
る
の

か
？
ま
た
、
ど
れ
だ
け
の
費

用
対
効
果
が
あ
る
の
か
？
県

の
補
助
金
だ
け
で
も
で
き
る

の
で
は
な
い
の
か
？

A

勝
本・湯
本
診
療
所

の
公
設
民
営
化

Q
貴
重
な
壱
岐
北
部
病
院

で
あ
る
。
平
成
十
七
年
度
ま

で
は
黒
字
経
営
で
あ
っ
た
。

今
年
度
の
見
込
み
と
今
後
の

見
通
し
は
？

A

病
院
事
業
特
別
会
計

Q
市
民
病
院
の
平
成
十
九

年
度
の
赤
字
は
三
億
三
千
九

百
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
が
、

一
般
会
計
繰
り
出
し
金
を
入

れ
る
と
六
億
円
超
と
な
る
。

赤
字
予
算
を
立
て
る
の
が
当

然
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
？

A

壱
岐
市
の
財
政
状
況

平山医師とスタッフのみなさん

日本子守唄フォーラム２００７ｉｎ壱岐の宣伝ポスター

壱　岐　市 長崎県平均 全国平均 数値の見方15年度 16年度 17年度 18年度 17年度 17年度
財政力
指数 0.20 0.22 0.23 0.25 0.36 0.52

指数が高いほど財政に余裕があるといえる。
指数が１を上回ると普通交付税の不交付団体
となる。

経常収支
比率 85.4％ 87.0％ 89.4％ － 92.3％ 90.2％

比率が低いほど財政の弾力性が大きいことを
示し、一般的に80％を超えると財政の弾力
性を失いつつあるといわれる。

実質公債費
比率 8.7％ 12.5％ 11.2％ 10.8％ 14.2％ 14.8％

18％以上で起債に当たり許可が必要とな
り、25％を超えると単独事業の起債が認め
られなくなり、起債制限団体となる。
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町
田　

正
一 

議
員

Q 

財
政
再
建

　

一
般
会
計
は
、
債
務
残
二

百
七
十
七
億
円
、
特
別
会
計

を
含
め
て
三
百
八
十
六
億
円

に
も
上
る
。
ま
た
、
今
後
ゴ

ミ
関
連
で
八
十
億
円
、
博
物

館
他
で
市
の
財
政
状
況
は
悪

化
す
る
一
方
で
あ
る
。
市
は

直
ち
に
財
政
の
非
常
事
態
を

宣
言
し
、
人
件
費
の
削
減
も

含
め
て
経
常
経
費
の
改
善
に

取
り
組
む
べ
き
。

　

財
政
再
建
団
体
※

に
は
絶

対
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

A 
長
田
市
長

Q 

市
単
独
事
業
の

計
画
的
発
注

　

昨
年
続
い
た
島
内
の
地
場

建
設
業
者
の
倒
産
に
伴
う
失

業
者
は
、
現
在
市
の
建
設
業

者
に
十
五
〜
二
十
名
規
模
で

一
時
的
に
雇
用
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
三
月
ま
で
は

仕
事
量
も
確
保
さ
れ
て
い
る

が
、
四
月
以
降
の
状
況
が
不

透
明
の
た
め
、
引
き
続
い
て

の
雇
用
が
困
難
で
あ
る
。
市

単
独
事
業
の
計
画
的
早
期
の

発
注
を
す
べ
き
で
あ
る
。

A 

長
田
市
長

市政方針で熱弁する長田市長

一 般 質 問一 般 質 問

久
間　

初
子 

議
員

Q 

ス
タ
ン
プ
で

活
性
化
を

　

各
商
店
街
で
独
自
の
ス
タ

ン
プ
が
発
行
さ
れ
、
街
の
活

性
化
の
た
め
ス
タ
ン
プ
台
紙

一
冊
で
五
百
円
分
の
買
い
物

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
ス
タ
ン
プ
台

紙
を
税
等
、
公
共
料
金
の
支

払
い
に
充
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
納
税

の
向
上
、
滞
納
の
減
少
、
商

店
街
活
性
化
、
ス
タ
ン
プ
会

加
盟
店
の
増
大
に
も
つ
な
が

る
。
ぜ
ひ
実
施
を
。

A 

長
田
市
長

スタンプ券台紙を活用した納税・公共料金支払いイメージ
（福島県矢祭町）

※
市
町
村
な
ど
の
地
方
自
治
体
が
財

政
赤
字
に
陥
っ
た
場
合
、
国
か
ら

「
財
政
再
建
団
体
」
の
指
定
を
受

け
て
、
赤
字
の
解
消
を
行
う
地
方

公
共
団
体
の
こ
と
。
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今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

子
育
て
支
援

①
三
歳
に
な
れ
ば
友
達
を
必

要
と
す
る
。
保
育
所
に
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
三
歳
児
は
、

幼
稚
園
で
受
け
入
れ
を
。
認

定
子
ど
も
園
の
構
想
は
。

②
僻へ

き

地ち

保
育
所
の
職
員
は
嘱

託
職
員
の
み
で
あ
る
。
正
規

職
員
の
配
置
が
必
要
で
は
。

A 

須
藤
教
育
長

A 

長
田
市
長

Q 
環
境
問
題

①
土
着
菌
※

の
研
究
を
し
て

い
る
が
、
進
捗
状
況
と
そ
の

活
用
方
法
は
。

②
魚
介
類
の
残ざ

ん

渣さ

・
事
業
所

の
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
を
し
、

焼
却
場
の
規
模
の
見
直
し
を
。

A 

長
田
市
長

Q 

交
流
人
口
対
策

①
団
塊
の
世
代
受
け
入
れ
対

策
は
ど
こ
で
も
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
対
応
は
困
難
で

あ
る
。
民
間
と
の
協
力
体
制

お
よ
び
公
共
施
設
の
使
用
に

つ
い
て
の
将
来
の
構
想
は
。

②
島
外
で
子
育
て
に
悩
む
母

と
子
（
小
・
中
学
生
）
の
受

け
入
れ
を
。

A 
長
田
市
長

※
表
層
土
壌
に
昔
か
ら
住
ん
で
い
る

微
生
物
の
こ
と
。

音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

施
政
方
針

①
平
成
十
九
年
度
予
算
編
成

で
従
来
の
方
法
を
見
直
し
た

と
あ
る
が
、
具
体
的
事
例
を

示
し
て
説
明
を
。

②
特
別
会
計
を
含
む
地
方
債

額
は
三
百
八
十
二
億
七
千
万

円
に
な
る
。
市
の
財
政
状
況

を
鑑
み
、
熟
慮
し
て
年
次
計

画
を
策
定
し
て
削
減
す
べ
き
。

ま
た
、
現
況
を
市
民
に
説
明

し
、
理
解
を
求
め
、
市
民
に
で

き
る
こ
と
は
市
民
で
。「
あ
れ

も
こ
れ
も
」か
ら「
あ
れ
と
こ

れ
」に
政
策
転
換
を
す
べ
き
。

A 
長
田
市
長

Q 

生
ゴ
ミ
の
分
別
を

①
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
検
討
委
員
会
の
答
申
書
を

基
に
、
廃
棄
物
処
分
場
建
設

計
画
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に

動
き
出
し
た
。
生
ゴ
ミ
の
分
別

強
化
を
実
施
す
れ
ば
、施
設
を

コ
ン
パ
ク
ト

に
す
る
こ
と

が
可
能
で
は
。

②
生
ゴ
ミ
削

減
の
実
施
の

た
め
、
市
民

へ
生
ゴ
ミ
分

別
の
周
知
徹

底
強
化
策
は
。

A 

長
田
市
長

A
小
山
田
保
健
環
境
部
長長崎県発行の生ごみリサイクルに関する資料（抜粋）

※
差
し
迫
っ
て
重
要
な
こ
と
。

澄んだ瞳の子どもたち（郷ノ浦幼稚園）澄んだ瞳の子どもたち（郷ノ浦幼稚園）



10いき　議会だより　2007年第13号

市
山　

繁 

議
員

Q 

次
期
市
長
選

出
馬
表
明

　

合
併
初
代
市
長
に
就
任
以

来
三
年
、
山
積
す
る
諸
問
題

に
取
り
組
ま
れ
た
が
、
今
年

は
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
。

施
政
方
針
の
意
義
を
発
揮
す

る
た
め
に
も
、
い
ち
早
く
意

思
表
明
を
。

A 

長
田
市
長

Q 
公
約
の
方
向
転

換

　

公
約
で
あ
る
島
内
消
費
燃

料
の
件
で
は
、
物
理
的
と
現

壱
岐
油
槽
所
建
設
と
の
経
緯

が
あ
り
、
無
理
。
市
民
の
た

め
、
離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
を
克

服
で
き
る
方
策
へ
の
転
換
を
。

A 

長
田
市
長

Q 

計
画
変
更
に

異
議
あ
り

　

建
設
計
画
は
予
算
と
工
期

が
伴
う
も
の
で
あ
り
、
議
会

に
提
案
、
承
認
さ
れ
た
後
、

議
員
は
承
認
し
た
予
算
の
執

行
に
は
監
督
と
責
任
が
あ
る
。

に
も
関
わ
ら
ず
、
無
断
で
の

計
画
変
更
は
議
会
軽
視
で
あ

る
。A 

長
田
市
長

Q 

副
市
長
二
人
制

の
必
要
性

　

十
二
月
議
会
で
条
例
改
正

さ
れ
、
副
市
長
一
名
と
し
た

が
、
内
務
・
外
務
役
と
し
、

よ
り
充
実
さ
れ
る
行
政
を
。

A 

長
田
市
長

長田市長と４月１日より副市長となる澤木助役

田
原　

輝
男 

議
員

Q 

炭た
ん

疽そ

病び
ょ
う
※
対
策

①
近
年
、
イ
チ
ゴ
に
大
き
な

被
害
が
出
て
お
り
、
作
付
け

が
で
き
な
か
っ
た
農
家
も
あ

る
。
炭
疽
病
体
策
は
全
国
で

様
々
な
予
防
対
策
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

②
全
国
各
地
の
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
で
も
、
水
質
に

は
十
分
注
意
を
払
う
よ
う
指

導
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
用

水
に
は
問
題
は
な
い
の
か
。

A 

長
田
市
長

Q 

市
体
育
協
会
の

運
営

①
県
下
一
周
駅
伝
に
つ
い
て

は
今
年
か
ら
増
員
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

②
平
成
二
十
六
年
開
催
の
長

崎
国
体
に
向
け
た
誘
致
の
取

り
組
み
は
。

A 

長
田
市
長

県下一周駅伝大会（２月１６日）

※
病
原
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
害

で
、
野
菜
類
や
果
樹
類
の
葉
、
茎
、

枝
、
果
実
な
ど
に
病
斑
を
生
じ
、

組
織
の
え
死
、
腐
敗
や
乾
枯
な
ど

が
起
こ
る
。
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鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

市
営
住
宅
が

足
り
な
い

　

島
内
経
済
情
勢
が
厳
し
い

た
め
市
営
住
宅
へ
の
希
望
者

が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

特
に
若
い
世
代
に
は
大
変
深

刻
な
問
題
。
定
住
促
進
の
た

め
に
も
市
営
住
宅
の
拡
充
を
。

①
市
民
の
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
や
少
子
高
齢
化
等
に
対
応

す
る
た
め
旧
四
町
の
ま
ま
の

計
画
で
は
な
く
、
新
た
に
策

定
す
べ
き
。
今
後
の
計
画
は
。

②
市
営
住
宅
供
給
数
が
足
り

な
い
。
教
員
住
宅
等
の
活
用

や
民
間
借
上
げ
や
家
賃
助
成

等
創
意
工
夫
し
た
対
策
を
。

③
特
別
な
場
合
を
除
き
、
独

身
者
は
入
居
出
来
な
い
。
独

身
用
住
宅
を
設
置
す
る
か
入

居
条
件
の
規
制
緩
和
を
。

④
公
正
、
公
平
性
の
た
め
入

居
者
選
考
を
本
人
に

よ
る
公
開
抽
選
に
し

て
は
。

⑤
売
却
可
能
な
住
宅

は
入
居
者
の
居
住
の

安
定
に
配
慮
し
、
棟

入
居
者
の
全
同
意
が

得
ら
れ
れ
ば
払
い
下

げ
て
は
。

A 

長
田
市
長

新築予定の寺頭住宅と建設予定地（勝本町仲触）

中
村
出
征
雄 

議
員

Q 

市
民
病
院
の

経
営
と
対
策

①
平
成
十
七
年
度
決
算
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。
平
成

十
九
年
度
予
算
三
億
三
千
九

百
万
円
の
赤
字
予
算
計
上
。

累
積
赤
字
は
十
六
億
三
千
万

円
の
見
込
み
で
あ
る
。

②
上
五
島
病
院
と
比
較
し
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

③
人
件
費
を
含
め
た
抜
本
的

改
革
が
必
要
で
は
。

④
長
崎
県
離
島
医
療
圏
組
合

の
九
病
院
中
、
四
病
院
は
黒

字
経
営
。
全
体
の
十
七
年
度

赤
字
額
は
一
億
三
千
八
百
七

十
七
万
円
。
加
入
決
断
の
時

期
で
は
。

A 

長
田
市
長

Q 

市
民
病
院
行
き

バ
ス
路
線

　

勝
本
・
石
田
・
沼
津
方
面

は
非
常
に
不
便
で
、
患
者
減

少
の
大
き
な
要
因
。
石
田
方

面
は
、
未
認
可
路
線
で
公
安

委
員
会
の
許
可
が
前
提
、
そ

の
後
変
更
申
請
。
勝
本
・
沼

津
線
は
路
線
変
更
の
み
で
可

能
。
新
規
不
採
算
路
線
で
も

市
が
補
助
を
す
れ
ば
、
陸
運

局
は
認
可
可
能
。

A 

長
田
市
長

市民病院行きバス
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倉
元　

強
弘 

議
員

Q 

対
馬
の
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物

　

壱
岐
と
対
馬
の
距
離
は
五

十
㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

そ
の
中
間
地
点
に
、
大
事
な

漁
場
の
七
里
ヶ
曽
根
が
あ
る
。

広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆

弾
の
百
万
発
分
も
の
非
常
に

高
い
放
射
性
の
廃
棄
物
処
分

場
の
計
画
が
報
道
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
問
題
が
実
現
す
る

と
、
風
評
被
害
が
生
じ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
市
長
の

考
え
は
。

A 
長
田
市
長

Q 

芦
辺
港
タ
ー
ミ

ナ
ル

　

監
査
委
員
よ
り
、
供
用
開

始
以
来
、
そ
の
機
能
が
十
分

発
揮
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
と
対
策
は
。

A 

長
田
市
長

芦辺港ターミナルビル

豊
坂　

敏
文 

議
員

Q 

予
算
議
案
の

明
確
説
明
を

　

新
規
・
継
続
事
業
等
、
政

策
内
容
は
補
足
資
料
も
配
付

し
、
分
か
り
や
す
く
す
べ
き
。

決
算
議
案
に
つ
い
て
も
、
適

正
な
執
行
を
し
て
い
る
か
比

較
で
き
る
よ
う
に
改
善
を
。

A 

長
田
市
長

Q 

税
賦
課
は
平
等
に

　

国
土
調
査
事
業
が
旧
四
町

ご
と
に
年
次
が
相
違
す
る
の

で
、
全
市
完
了
し
て
か
ら
本

則
課
税
す
べ
き
。
旧
町
ご
と

に
賦
課
方
式
決
議
は
。

①
議
決
年
月
日

②
会
議
名

③
議
事
録
、
決
裁
文
書
は
。

A 

長
田
市
長

Q 

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
・
市
立
一
支
国
博

物
館
の
屋
上
緑
化
等

①
芝
生
で
良
い
の
か
。

②
瓦
、
銅
板
資
材
の
活
用
は
。

③
維
持
管
理
の
比
較
は
。

④
地
滑
り
地
帯
の
地
盤
対
策

は
。A 

長
田
市
長

屋上緑化の植裁実験開始
　　　　　　　　　（H19.3.23　原の辻展示館前）
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近
藤　

団
一 

議
員

Q 

電
線
の
地
中
化

　

勝
本
浦
地
区
を
対
象
と
し

て
実
行
段
階
に
入
っ
た
が
、併

せ
て
電
線
の
地
中
化
も
視
野

に
入
れ
、将
来
的
に
検
討
す
べ

き
。
電
柱
・
電
線
は
一
つ
の
景

観
阻
害
要
因
。
施
設
設
置
者

の
件
も
あ
り
、
す
ぐ
さ
ま
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
が
、

歴
史
を
活
か
す
癒
し
の
島
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
見
て
、四
町
中

心
市
街
地
も
、
観
光
振
興
の

面
か
ら
避
け
て
通
れ
な
い
。

A 

長
田
市
長

Q 
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

　

一
向
に
減
る
気
配
が
な
い
し
、

一
部
悪
質
化
し
て
い
る
。
市
民

の
一
部
の
モ
ラ
ル
低
下
を
改
善

す
る
た
め
、期
間
を
区
切
っ
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
は
。

A 

長
田
市
長

A 

小
山
田
保
健
環

境
部
長

Q 

開
票
作
業
時
間

短
縮

　

有
権
者
の
ニ
ー
ズ
、
経
費

の
節
減
の
面
か
ら
地
方
選
に

向
け
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

改
革
を
。
今
後
の
対
策
は
。

A 
長
田
市
長

電線が張り巡らされた勝本浦の街なみ

中
田　

恭
一 

議
員

Q 

職
員
給
与
の

カ
ッ
ト
を
！

　

職
員
の
人
員
削
減
と
併
せ

て
賃
金
の
カ
ッ
ト
と
職
員
駐

車
場
の
有
料
化
を
し
、
両
者

の
財
源
を
目
的
税
と
し
て
は
。

A 

長
田
市
長

Q 

工
事
入
札
お
よ

び
工
期

①
入
札
の
不
落
※
１

が
多
い
。

そ
の
理
由
は
。

②
繰
越
明
許
費
※
２

が
多
い
。

早
期
入
札
の
努
力
を
。

A 

長
田
市
長

Q 

消
防
施
設
の
整
備

　

防
火
水
槽
の
自
動
給
水
装

置
の
早
期
設
置
を
。
そ
れ
が

で
き
な
い
の
な
ら
、
近
く
に

消
火
栓
の
設
置
を
。

A 

長
田
市
長

Q 

企
業
誘
致
を

　

現
在
、
誘
致
予
定
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
内
容
は
。
壱

岐
に
合
っ
た
企
業
の
誘
致
に

努
力
を
。

A 

長
田
市
長

※R
educe

（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
ご
み

を
減
ら
す
）、Reuse

（
リ
ユ
ー
ス
：

ご
み
を
再
使
用
す
る
）、R

ecycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
：
ご
み
の
再
資
源

化
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
。

※
１ 

最
低
入
札
金
額
が
予
定
価
格
を
超

過
し
た
た
め
、落
札
者
が
い
な
い
場
合
。

※
２ 

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る

経
費
。

職員駐車場（旧観光会館跡地）
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大
久
保
洪
昭 

議
員

Q 

（
仮
称
）壱
岐
栽
培

セ
ン
タ
ー
建
設

①
本
年
度
着
工
の
セ
ン
タ
ー

運
営
費
は
、
当
初
、
十
億
円

の
基
金
の
運
用
益
を
予
定
さ

れ
て
い
た
が
、
現
在
、
途
中

で
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
理

由
と
今
後
の
見
込
み
は
。

②
全
国
的
に
ア
ワ
ビ
稚
貝
の

放
流
は
大
型
化
を
目
指
し
て

い
る
。
四
㎝
、
四
・
五
㎝
も

出
回
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
本
市
は
三
㎝
を
六
十

万
個
生
産
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
今
後
は
大
型
化
す
べ

き
。

③
竹
の
浦
中
間
育
成
施
設
の

事
業
継
続
を
。

A 
長
田
市
長

Q 

水
産
振
興
基
本

計
画
策
定

　

漁
業
振
興
長
期
計
画
は
、

十
分
な
時
間
と
ゆ
と
り
を
も

っ
て
策
定
す
べ
き
。
基
本
計

画
の
参
考
と
し
て
実
施
さ
れ

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
漁
協

合
併
、
海
砂
採
取
等
は
入
っ

て
い
な
い
。

A 
長
田
市
長

竹の浦中間育成施設（芦辺町）

深
見　

義
輝 

議
員

Q 

観
光
振
興

　

こ
の
こ
と
は
一
つ
の
歴
史

的
な
出
来
事
か
ら
始
ま
り
、

現
在
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
旧
芦
辺
町
の
時
よ
り
、

「
兵
庫
県
旧
和
田
山
町
」
と

歴
史
文
化
を
通
じ
て
、
産
業

物
産
に
よ
り
交
流
が
深
め
ら

れ
て
き
た
。
平
成
十
七
年
四

月
に
旧
和
田
山
町
と
三
町
が

合
併
し
、「
朝あ

さ

来ご

市
」
と
な
り
、

交
流
範
囲
が
よ
り
深
ま
っ
た
。

今
後
は
友
好
姉
妹
都
市
を
締

結
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
る
べ
き
。

A 

長
田
市
長

Q
学
校
教
育

　

現
在
、
人
と
し
て
の
心
豊

か
さ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

以
前
は
、
地
域
の
様
々
な
伝

統
文
化
活
動
の
中
で
養
わ
れ

て
き
た
。
今
後
、
郷
土
を
愛

す
る
心
を
育
む
た
め
、
学
校

教
育
の
課
程
で
学
ば
せ
て
、

人
間
関
係
を
築
く
厳
し
さ
を

知
る
た
め
に
も
、
心
豊
か
な

教
育
を
見
直
す
べ
き
。

A 

須
藤
教
育
長

但馬　食文化まつり　２００６（１０月２８日　朝来市和田山町）
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瀬
戸
口
和
幸 

議
員

Q 

財
政
の
健
全
化

　

経
常
収
支
比
率
※

が
平
成

十
五
年
か
ら
の
二
年
で
四
％

上
昇
、
平
成
十
七
年
は
八

九
・
四
％
。
正
常
値
が
八
〇

％
以
下
と
い
う
今
、
財
政
健

全
化
の
た
め
、
人
件
費
（
人

員
・
給
与
額
）
を
削
減
し
、

歳
入
増
の
た
め
、
税
金
等
の

収
納
率
と
未
収
金
の
徴
収
率

の
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
き
。

A 

長
田
市
長

Q 
中
学
校
の

統
廃
合
問
題

①
平
成
十
七
年
六
月
議
会
か

ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

未
だ
に
目
立
っ
た
進
展
が
見

ら
れ
な
い
。
統
廃
合
に
は
実
質

的
に
い
つ
着
手
し
、完
了
す
る

の
か
。
担
当
す
る
職
員
は
兼

務
で
な
く
、
教
育
長
直
轄
の

チ
ー
ム
で
早
期
に
本
格
的
に

推
進
す
べ
き
。

②
市
長
の
見
解
は
。

A 

須
藤
教
育
長

A 
長
田
市
長

入学おめでとう！（初山中学校の新入生）

※
税
な
ど
の
一
般
財
源
を
、
人
件
費

や
扶
助
費
、
公
債
費
（
借
入
金
の

返
済
の
こ
と
）
な
ど
経
常
的
に
支

出
す
る
経
費
に
ど
れ
く
ら
い
充
当

し
て
い
る
か
を
示
す
指
標
。（
※

詳
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　

今
回
、市
民
の
方
か
ら
議
員
定
数
に
関
す
る
ご
意
見
を
議
会
に
頂
き
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
、
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
へ
送
付
し
、
対
応
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
議
会
に
ご
意
見
等
を
頂
い
た
場
合
は
、
氏
名
と
連
絡
先
を
明
記
さ
れ

た
方
の
み
「
市
民
の
声
」
と
し
て
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
時
の
匿
名
希
望
に
つ
い
て
は
対
応
い

た
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

市
へ
ご
意
見
・
ご
提

案
を
出
さ
れ
る
場
合
は
、

各
四
庁
舎
、
各
出
張
所

（
湯
本
・
那
賀
・
箱
崎
）、

各
事
務
所
（
渡
良
・
柳
田
・

沼
津
・
志
原
・
初
山
）、

市
民
病
院
、
か
た
ば
る

病
院
の
計
十
四
ヶ
所
に

『
壱
岐
市
希
望
の
箱
』
と

用
紙
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。

ご意見・ご提案をお待ちしています！（勝本庁舎）
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○提出者　壱岐市議会議員　小金丸　益明　　　○賛成者　壱岐市議会議員　坂本　拓史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　上　　町田　光浩
＜委員名＞
委員長　小金丸益明　　副委員長　坂本拓史　　
委　員　音嶋正吾　　町田光浩　　町田正一　　市山和幸　　豊坂敏文　　坂口健好志　　
　　　　中村出征雄　　鵜瀬和博　　牧永護　　赤木英機　　小園寛昭

＜主旨 (目的 )＞
壱岐市議会の活性化に関する調査

壱岐市議会の現況壱岐市議会の現況
議員報酬及び費用弁償等

報酬月額 期末手当 費用弁償 政務調査費

議 会 議 長 380,000円
H20.3.31

までは左記

月額の

５％減額

加算割合

 115/100

6月  160/100

12月  175/100

計  335/100

支給なし

当市議会では、議員
が委員会に出席し
た場合の交通費とし
て１日につき3,000
円（委員長は3,500
円）を支給していた
が、平成 17 年 10
月１日より廃止し
た。

支給なし

議員の調査研究に
資するため、必要な
経費として会派（ま
たは議員）に対して
交付することができ
る金銭的給付のこ
と。当市議会では当
初から支給されてい
ない。

議 会 副 議 長 330,000円

議会常任委員長 315,000円

議会運営委員長 315,000円

議 会 議 員 300,000円

委員会の構成
( 平成18年１月～平成18年12月 )

委　員　会　名 構成
人数 所　管　事　項 開催

状況

議 会 運 営 委 員 会（ 任 期 4 年 ） 6人 会期、日程等の議会運営に関する事項及び議長の
諮問に関する事項 12回

総務文教常任委員会（任期 4 年） 9人 総務部、消防本部、教育委員会、会計課、選挙管理
委員会及び監査委員の所管に属する事務 7回

厚 生 常 任 委 員 会（ 任 期 4 年 ） 8人 市民部、保健環境部、市民病院及びかたばる病院の
所管に属する事務 10回

産業建設常任委員会（任期 4 年） 8人 産業経済部、建設部及び農業委員会の所管に属する
事務 6回

一支国博物館（仮称）建設等に関する
調 査 特 別 委 員 会（H18.3.24 設 置 ） 10人 一支国博物館（仮称）建設並びに原の辻遺跡の保存

整備に関する調査 6回

議会広報特別委員会（H17.8.17 設置） 6人 議会だよりの発行（市のホームページに掲載） 17回

予 算 特 別 委 員 会 10人 一般会計（補正予算を含む）について定例会毎に設
置 5回

決 算 特 別 委 員 会 10人 一般会計決算認定に付された時点で設置 2回

議会活性化特別委員会の設置に関する決議
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○提出者　壱岐市議会議員　町田　光浩　　　　○賛成者　壱岐市議会議員　坂本　拓史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　上　　鵜瀬　和博

（要旨）
　2005年 5月、国連本部で開催された核不拡散条約再検討会議は、｢核兵器廃絶にむけた核保有
国の明確な約束｣ を初めて盛り込んだ最終文書が、核保有国を含む全会一致で採択した。よって政
府は、国連が最初の総会で核兵器廃絶の第1号決議を採
択してから60周年にあたり、唯一の被爆国として、核兵
器の使用、実験、研究、開発、生産、配備などの一切を禁
止する ｢核兵器全面禁止・廃絶国際条約｣ を一日も早く締
結するよう、関係諸国に対し格段のご尽力をされることを
強く要請する。

（提出先）内閣総理大臣、外務大臣

○提出者　壱岐市議会議員　市山　和幸　　　○賛成者　壱岐市議会議員　町田　正一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　上　　近藤　団一
（要旨）

1．地域医療の再構築に向けて、総合的なビジョンを早急に策定すること。
2．救急医療体制の整備 ･維持、周産期医療体制の整備 ･維持のための支援策の拡充を図ること。
3．小児科医療等の医師不足が指摘される科目の診療報酬の抜本的な見直しを図ること。
4．公的病院の診療体制の強化を図るため集約化への取り組みの支援策を拡充すること、また中核
病院と地域医療機関の連携を強化するための対策を講じること。
5．臨床研修制度のあり方について検討を行い、前期 ･後期臨床研修において、地域医療への従事
が適切に確保できるよう取り組みを進めること。
6．医科系大学の定員における地域枠の拡大を図るとともに、奨学金制度の充実など地元への定着
を進めるため施策の充実を図ること。
7．院内保育の確保や女性医師バンクの充実など女性医師の仕事と生活の両立を図るための支援策
を充実すること。
8．看護師、助産師の不足に対して積極的な対策を講じること。
9．小児救急の電話相談事業の充実のための対策を講じること。
10．出産・分娩に係る無過失補償制度の早期の創設を図ること。

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　 厚生労働大臣、総務大臣、文部科学大臣

医師不足を解消し、安心できる地域医療体制の確保を求める意見書

核兵器全面禁止・廃絶国際条約の締結促進を求める意見書
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審
査
報
告

委
員
長　

今
西　

菊
乃

 

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

 

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算 

予
算
特
別
委
員
会

審
査
報
告委

員
長　

中
田　

恭
一

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員会レポー委員会レポートト11

石田スポーツセンターを調査（H19.4.13）
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審
査
報
告

委
員
長　

近
藤　

団
一

 

付
帯
意
見
（
要
約
） 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

厚
生
常
任
委
員
会

審
査
報
告

委
員
長　

赤
木　

英
機

 

付
帯
意
見
（
要
約
） 

　

特
別
会
計
予
算

　

三
島
航
路
事
業
特
別
会
計
予

算

産
業
建
設
常
任
委
員
会

岳の辻園地を調査（H19.2.5）

特別養護老人ホームを調査（H18.6.21）



議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

鵜
瀬
和
博

委
員
長　

鵜
瀬
和
博

副
委
員
長　

今
西
菊
乃

副
委
員
長　

今
西
菊
乃

委
員　

豊
坂
敏
文

委
員　

豊
坂
敏
文

委
員　

市
山
和
幸

委
員　

市
山
和
幸

委
員　

深
見
義
輝

委
員　

深
見
義
輝

委
員　

町
田
光
浩

委
員　

町
田
光
浩

第
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発
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責
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議
会
議
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編
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広
報
特
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この議会だよりは、古紙配合率１００％の再生紙を使用しています。

議会を傍聴してみませんか？
（次の議会は６月上旬の予定です。）

「　　　　　　　　　」を読まれての
ご意見やご感想もお待ちしています。
市民の声（※詳しくは１５ページをご覧下さい）として
いき議会だよりにて紹介させて頂く場合があります。

発
行
日
／
平
成
19
年
５
月
１
日

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

gikai@
city.iki.nagasaki.jp

　

い
き　
　
議
会
だ
よ
り
は
壱
岐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.iki.nagasaki.jp

編　

集　

後　

記

市議会市議会ホームページホームページ（（壱岐市ホームページ内壱岐市ホームページ内））をを更新更新！！
　５月１日より市議会のページを更新しました。下記
の項目について閲覧することができますので、お気軽
にご利用下さい。
（壱岐市ホームページアドレス

http://www.city.iki.nagasaki.jp）
○壱岐市議会の概要　○議員の紹介　○委員会員名簿
○定例会・臨時会の会議結果（速報）　○会議録
○議会だより

応援して
　 ねぇ～

ガンバリ
マス！

よろしゅう
たのむ
バイ！

　　　　　　　に
マスコットキャラクターが誕生しました！

ミル（見る）ちゃん
何でも自分の目で
見てやってみるのが
大好きな、明るく活発
な性格の女の子。

キク（聞く）ちゃん
疑問に思うことは
「どうして？」と
何でも聞くのが
大好きな、
優しくマイペースな
性格の女の子。

ユウ（言う）くん
しゃべるのが大好きな、
もの知り少年。
また、壱州弁
（壱岐の方言）で
話すのが特徴。

市民の皆様に愛される議会だよりとなるようにがんばりますので応援よろしくお願いします！




